
『コアエシックス』発刊にあたって

立命館大学大学院先端総合学術研究科の紀要としてこの『コアエシックス』が刊行されることになった。院生、

教員そして関係者の皆さんとともに喜び、また、この出発を祝福し、今後の発展を祈りたい。

本研究科は2003年４月に発足した。そして2004年度のほぼ１年をかけてこの紀要の刊行を準備し2005年３月の発

刊に漕ぎつけた。新しい研究科にふさわしく、紀要の編集方針についても、かなり細かな部分に至るまで教授会や

編集委員会での、議論の対象となった。時には必要以上に枝葉末節に至る議論に時間を費やし過ぎたかもしれない。

それは、研究科長のリーダーシップの欠如という面も否めないにせよ、編集委員会を構成した教授会メンバーの全

員が、自前の媒体を創り出すことに示した熱意の現われだった。院生たちにとってきちんと外部の評価を与えられ

た発表の場を創出し提供すること、これがすべての議論の大前提だった。この大前提がどのように達成されるかは、

今後の院生諸君の紀要の活用にかかっている。

研究科発足後、１年の準備期間をとった理由は、開設の作業と紀要創刊の作業を並行しておこなうことの難しさ

を避けたということ以上に、２年度めの後半に「博士予備論文」（区分制大学院での修士論文に相当）の準備が本格

化する時点で刊行することを当初から予定していたからである。また、紀要に少し先立って「コアエシックス叢書」

第１冊とも呼ぶべき『生命の臨界―争点としての生命』（人文書院）も大学の援助を得て刊行された。検討中の続巻

とともに、プロジェクト研究の成果刊行を中心としたいわば紀要の姉妹編とも呼べるものなので紹介しておきたい。

刊行準備に当たっては研究科、学会の紀要の編集刊行の経験豊かな松原教授が中心的な役割を果たしてくださった。

また編集実務には４名の助手の皆さんが携わってくれた。多様な領域にわたり表現や書式の異なった論文の編集作

業はこみいったものとなる。この難しい仕事に取り組み、今後のための範となる第１号の刊行を首尾よく果たして

くださった皆さんに感謝したい。
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